








5. 事業の成果と今
後の課題

この活動を通じて、足利市に現存する古建築を

研究し、伝統的な木造建築を体験的に知ることが

できた。また、建物を修復する中で、 実際に木材

に触れ、エ具に触れ、座学では体験できない貴重

な経験をすることができた。きれいに掃除して建

物を蘇らせるこのプロジェクトは、建物のさらな

る可能性を考える良い機会を与えてくれたし、地

域に活動の拠点もできた。

また、これまでは学内での学習だけだったのが、外に出て活動したことに
よって、一気に多くの人たちと関係をもつことができた。（図11参照）町
内で歩き回っていると地域の住民に話しかけられる。作業がはじまると、い
ろいろとお世話になり、古建築のことも含めて、いろいろと話が聞けた。か
つての町のこともたくさん話してくれた。

これが実現できたのは、足利市役所のさまざまな部署の協力があったから
でもある。われわれの思いを実現に導いてくれたのは、市役所のみなさんの
力が大きい。また、すでに述べたように地元の職人たちや足利短期大学など
、 さまざまな協力者と連携し、 コ ミュニケーションを図って実現できt4

今年度の事業の成果としては、限られた時間の中でできるだけのことは出

来たように思う。建物を継続的に利用し、まちの拠点としで活用できるとこ
ろまでは至っていないし、今後も継続的に手を掛けていく必要がある。 これ
が今後の課題である。

最後に、事業の成果の一つとして、町内の人々への古建築の再評価・再認
識という一面があると思うが、それは多くのメディアで取り上げてもらった
ことで達成されたのではないかと思う。 図1 2を参照されたい。
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